



















鴬鳳帖小林正直付別冊解説昭和主年五月刊仮名名筆抄二冊（上下）麗見芝香編昭和主年七月三省堂まつかぜ昭和主年士月刊、東京美術書院瑞穂帖倉田実編昭和圭年士頁刊谷みづ付、別冊解説森川勘一郎編、昭和夫年三月刊東風帖伊藤寿一編昭 夫 主 、鳩居堂蘭葉集田山信郎編昭和大年三月刊、便利堂萬葉手鑑佐佐木信綱編昭和二十二 七月 、京都印書館父子草佐佐木信綱編昭和 菫年四月 竹柏会養老（加藤正治蔵）昭和一王年五月刊、文雅堂わかたけ帖飯島春敬編昭和一毛年五月刊、東京美術青年会鴎日本古筆名葉集吉沢義則編昭和一毛年八月刊白水社古筆凌寒帖佐佐木信綱編昭和一二年十 月刊、竹柏会
まつかげ福田喜平昭邇一菫～一一菫年４梅の露飯島春敬解説昭和一二夫年三月刊、吉田孝太郎、吉田清発行国宝手鑑藻塩草二冊（内一冊解題）京都国立博物館編昭和串四年
五月淡交社














るようにした。また、原則として古筆切に付された伝筆者名を用いたので、今日一般に確定された人物と異なる例もある。それに当然のことながら 伝筆者不明の切について 削除してあ一同一人物の中での作品の順序は、勅撰集・万葉集・和漢朗詠集、私家集・私撰集・歌合・漢籍・仏典 詠草・懐紙・色紙・短冊・書状・その他（未詳を含む）と ただし、充分に整理が行き届かず、必ずしも右の通りになっていない場合もある。一古筆手鑑の番号は、公刊された本文に従ったが、それが付されていない場合には通し番号順とした。一古筆切の作品はできるだけ調査したが、今の段階で 不明とせざるを得ないのも多数ある。今後さらに内容の調査を継続していきたい。
作品には、典拠とした本文の番号を付した。次にそれらの使用した
テキスト 示しておく。
国歌大観（角川書店）拾遺抄（片桐洋一編、大学堂書店）私家集大成 明治書院）和漢朗詠 （古典文学大系）新撰詠集（古典文庫） 凡例
如意宝集（久曽神昇著『西本願寺本三十六人集精成』所収、風間書房）深窓秘抄（右回前後十五番歌合（右同）源氏狭衣歌合 『定家自箪本物語二百番歌合と研究」所収、未刊国文資料）麗花集（久曽神昇著『仮名古筆の内容的研究』所収、ひたく書房）平安朝歌合大成（萩谷朴編、同朋舎）右のうち、麗花集は切の番号である。また私家集について 「私家集大
成」にいくつかの伝本が翻刻されている場合には、できるだけＩとして収められている本文の番号を用いた。それに該当する歌がない折には、Ⅱ以下の伝本に従った。ただし、大弐三位集の端白切（Ⅱ）や斎宮女御集の小島切（Ⅳ）といっ 切につい は、それを集成して翻刻した本文の番号によった。また、東大寺切（三宝絵）などは重複もあるであろうが、時間的に余裕がなく精査できなかったため、切を べて列挙しておいた。〔付記〕
本稿を作成するにあたって、春名好重・久保木哲夫氏などからなに













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































金剛般若経解題切（手か富み特一三）金剛般若経開題（御手鑑五Ａ）金剛般若経開題（古筆大 ①金剛般若経開題（古筆 手鑑五②）金剛般若経開題（古筆新選九）金剛般若波羅密経開題残本（涛花集一三）金剛般若経開題残本（国宝）、（蘭葉集九九）般若心経、鼠跡心経（見ぬ世の友一八三）空海将来経等目録表（涛花集八）空海将来経等目録表（涛花集九）写経（大手鑑一四三経切（心画帖三八）写経断簡（月台四新撰類林抄南院切（いそのなみ一九） 経切（古筆手鑑七八）
〈
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































白氏文集（父子草一六）白氏文集（予楽院臨書手鑑七）白氏詩巻（古筆大手鑑五○）白氏詩巻（手かざみ二七）白楽天詩巻（かな古筆手鑑一四）白楽天詩巻（古筆名葉集二七）、（同二八）白楽天詩巻（古筆新選四八）白楽天詩巻（日本 名葉集六六）詩巻（手か百み特三四）詩（予楽院臨書手鑑六）詩（藤原菅根）、（予楽院臨書手鑑四六）詩懐紙 予楽院臨書 鑑七五）古詩残簡（涛花集三○）、（同三二、（同三三古詩残簡二枚 蘭葉集一五古詩一巻（落葉集一三王義之草書（ 筆新選四六）
九暦断巻、天慶四年（つちくれ六三唐紙経切（翰墨城一七八）法華経歌入法華経切（舞羅千東離一五）親王位記草案（大手鑑一六二）定文草案（日本古筆名葉集六八）四言八句褐（古筆新選五○）尺臘（古筆新選五六）、（千とせの友三、（手
かざみ特二八）、（日本古筆名葉集七○）




























































































































































和 和 麗 万 万〃－，万〃－，万莞莞か花名一葉八葉野葉野葉九和切漢帖切漢手漢へ朗六〃_、朗鑑朗小集集ぜ集葉七集九集辺集辺集一
手詠六い詠七詠大 集七 … の のか集、－く そ集○集君三一七一二二巻 巻み巻み巻
百 への ー 八六 、~〆 、三 、 七 七ど六ど六
み巻藻な巻 巻 、 、 香九一 、 、 り 、り 、一上塩み上 上 香香 紙 。 七一 一一九一九
八 、草五 、 、 紙紙 切同七○ ○三一二○五冬一、-く冬 夏 切切 ／-、二三八 七、~＝○ー八
､‐<三三〃-、三 へへ 古四 、七
へ五五月五 九 見駕 筆○元 ． 、 九一．九
日六、-′影二 四 ぬ鳳 元新、-〆暦一 ○
帖 1本｜ 世帖 選 校○ 暦 一 九古三 中三 の五 七 本八 校 、 、筆五 四五 九 友八 ○ へ八 本 金 金名八 、~<五 七 九（3） ｰく 日 、 へ 沢 沢




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後拾遺集巻四秋上二五五・二五六、 院切（古筆名葉集一○四）後拾遺集巻四秋上二六七（下句）～ 六九・二七○詞害、中院切（月台三四）、（涛花集五七）後拾遺集巻下秋下三四一～三四三、中院切（千とせの友六三）後拾遺集巻六冬三九 ・三九八・三九九中院切（わかたけ帖八五）
後拾遺集巻七賀四五四、中院切（手かざみ
二三九）、（瑞穂帖九七）
後拾遺集巻八別四六 、中院切（養老 九）後拾遺集巻八別四八三・四八 、中院切（翰
墨城三○二）
後 後 後 後 後 後 後 後 後 後 後
拾七拾かみ拾老拾二拾と拾友拾い拾二拾切拾ぢ拾遺七遣げ一遺八遺○遺せ遺一遺世遺七遺へ遺な遺
集三集九○集o集 集の集三集：集一集古集み集五、て 、一一巻手巻 へ巻 巻 巻葵巻一巻一巻 巻芙巻。巻四九か九 日九 八 八四八 八一八 削毒則一八霧暫霧 本覇 別 別、一別 掛三別 別旅み旅 古旅 四 四 四 四 四二四 四
五一五 筆五 九 九 九 九 八 八○八 八
一○ 名○ 七 六 九 八二八 五七○九 葉○ 、 、 、－
ー 、






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































後へ後〃-、後 後 後 後 後鍵梅撰養撰H鬘白隻河撰河撰葉撰かな撰筆隻爾み




二鑑一き一五四二四 四 、-〃み四 、-〆四 花、 、
、木 、九九二九 六 四六 四 集
、
三六 六 六六五一五（2）六、~〆一 三 九○ 七
九 六 一七五五四 、~〆へ 一、 ~て I
覇四○ 九 二（1）六一六 下 下 四 四 ぺ、 ー 句 句 六 四 ま● 墨△へ白 六 六 五 詞 一 、 城言 、 つ
ー
五 七
河 七 五 書 一白 、 白 か切 ○ 三 七 、一 四 四 五河 河 げ白、 、 、 九 九 河 八へ 五 四切手 白 白 白 九 方 切 、 切六か 河 河 河 へへ へ －











































為 曽 曽 曽 曽 曽 曽 曽 曽 曽 曽
些奎臺奎篝寵篭壽嬢臺灘壼鮭蕊臺彙I古集古集五集一集、弓く集六集四集一集友集〃_、集七
石美】美L L l$LsI=,=IZI ぢ I
ー
…
一手一手二 四 三か三 一，-、 二、~〃一な一
・ 鑑一鑑五 五 四た二 四 四日三 八み六
一九一○ 九け四 五 二本七 ○二五
○六 ’ 七 I I I 帖 I I I 古 I I 八 ・
一四一一・ 四 三七三 二筆二 一
、、-〃 一 、~〆五 五 五七四 四 四名四 八 六
歌 六 八一 九 九葉四 四 七集 、 、 、 、 、 、 、
切 曽 曽集蛋曽 曽 曽 曽 曽 己 曽











五首切（夏蔭帖一○八）五首切（まつかげ八三）烏名 夏蔭帖一○九五首切・杜鵤 落葉集五三時鳥切（まつかぜ二五）四首歌切（蘭葉集六六）四首歌切（涛花集七二）神祇歌切（古筆新選二三）、（瑞穂帖八六）落葉切（野辺のみどり二八）落葉切（夏蔭帖二○）落葉切（養老六二詠草切（私家篝、（大手鑑二五二詠草切（かな古筆てかがみ四九詠草切（手かぎみ八八）、（谷みづ六三、 日
本古筆名葉集一六四）、（瑞穂帖八七）


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔妙号〕 法華経巻八、多武峯切（翰墨城五七）〔高麗写 〕多武峯切（翰墨城五六）〔仏典〕 法華経巻七、多武峯切（見ぬ世の友三六）法華経巻三、多武峯切（藻塩草三七）〔巻子本奥書〕巻物切（見ぬ世の〔仏典〕能登切（藻塩草一九三）
巻物切（見ぬ世の
短冊露鳳帖五四
缶
短冊 鴬鳳帖五四懐紙霧鳳帖三四）
（古筆手鑑八一）（心画帖一四）
友二○七）
へ
～／
108
